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リハビリテーション科のご紹介

①

当院のリハビリテーション科は、入院・外来患者様に対しリハビリを提供しております。
リハビリの対象は当院の3本柱である循環器科・整形外科・高齢者を中心とした心筋梗塞・心不全、
心臓外科術後・不整脈治療後などの循環器疾患、骨折・外傷治療後や人工関節置換術後、圧迫骨
折や脊椎術後などの整形外科疾患、内科・呼吸器疾患の患者様です。

入院時は、廃用に伴うADL低下を防ぐため、出来る限り早期からリハビリ介入します。急性期
治療終了後、自宅（あるいは施設）退院に向け更にADL向上が必要な方には、地域包括ケア病床
にて切れ目なく、時間的にも余裕を持ってリハビリを受けて頂くことが可能です。また外来では、
整形外科術後の退院後のフォローや変形性関節症などの保存療法、心臓リハビリテーションに
力を入れて取り組んでいます。

リハビリ科にはPT9名(男性5名、女性4名)がおり、循環器チーム、整形チームの2チーム制を
敷き、チーム内で情報の共有化を図り、月1回の勉強会や急変時の対応訓練を行うことで、質の高
いリハビリの実施に加え、リスク管理を意識した安全性の高いリハビリの提供を目指しています。
現在は、4月に脊椎専門医の米澤医師が常勤になった関係で、脊椎疾患のリハビリ知識・技術の
向上に、科を上げて取り組んでいます。

昨年10月に新たに女性2名のPTが入職しました。それぞれ呼吸認定理学療法士、心臓リハビリ
指導士の有資格者であり、専門性を活かしたリハビリを行うと共に、そのコミュニケーション力の
高さから患者様の心身の安定にも寄与しており、現在はリハビリテーション科に欠かせない存在と
なっています。

スタッフ一同、一人でも多くの患者様が笑顔になって頂ける様に、また地域医療への貢献も
視野に入れ、日々リハビリに取り組んでおります。今後ともどうぞ宜しくお願い致します。

リハビリテーション科/科長野澤洋之



井上里奈（前列右端）
昨年10月に入職致しました、理学療法士の井上里奈と申します。
前職では、病院にて入院患者様だけでなく外来業務や訪問リハビリを経験致しました。
また、呼吸認定理学療法士を取得し、今後は心臓リハビリテーション指導士を取得したく、
日々勉強しています。体を動かすことが趣味で、筋力トレーニングフォームや栄養学の勉強も
しています。これまでの経験を活かしながら、患者様一人一人に寄り添い適切なリハビリを
提供できるよう努力して参ります。よろしくお願い申し上げます。

嶋田理沙（前列左から2人目）
昨年10月から入職しました、理学療法士5年目の嶋田理紗です。
当院入職前は循環器専門病院で働いていました。
心臓リハビリ指導士の資格を生かしながら、循環器疾患の患者様と関わらせて頂きつつ、
整形疾患に関する勉強もさせて頂いています。
より質が高く、ニーズに応えられるリハビリを行えるよう精進して参りますので、ご教授の程
よろしくお願いいたします。
普段はリハビリ室にいますので、運動に関する質問などがあれば気軽に話しかけてください。
これからよろしくお願いします！
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